
【開催報告】官民共創HUB ワークショップ「精神障害者雇用の新たな可能性～誇りある就労を

実現するために～」 

 
はじめに 

一般社団法人官民共創 HUB は、官（官公庁や政府機関など）と民（民間企業や非営利団

体など）が共創して取り組むことで社会課題解決の実現に貢献すべく、官民の垣根を超えた対話

の場の運営や、コミュニティ形成に係る支援等を行っています。 

 

当団体では、精神に障害のある方の「誇りある就労」を実現することが、重要な社会課題の一つと

考え、有志の皆さんと 3 ヶ月間にわたる議論を経て、2025 年 2 月 14 日に「精神に障害のある方

の『誇りある就労』活性化に向けた志民型座談会」を開催しました。 

 

「誇りある就労」の実現には官民共創が必須であり、これを推進するには「一人ひとりが課題を自分

事化し、アクションにつなげていくことが必要ではないか」「精神に障害のある当事者も含めて官民が

集い、フラットに対話できる場を設けることが必要ではないか」などの問いから座談会の開催が決まり

ました。 

本記事では座談会におけるプレゼンテーションを中心に、議論の概要をご紹介します。 

 

 

なお、「誇りある就労」プロジェクト発足の背景は、こちらの記事をご覧ください。 

https://note.com/biotope_magazine/n/nb2a9c9bb8ab9 

 

問い：「誇りある就労」を実現するために行政・福祉・企業はどう有機的に連携すべきか 

「障害者雇用促進法」に基づき、企業には一定の割合で障害のある方を雇用することが義務付け

られています。特に精神に障害のある方は、2018 年の法改正により雇用が義務化されたことを受

け、重要度がますます高まっています。 

一方で、依然として多くの企業が精神に障害のある方を雇用することのハードルを感じており、「雇用

の量は増えても質が伴っていない」「結果として雇用後の定着率も低調に留まっている」という状況に

あります。 

このような状況は、企業側に「精神障害者雇用」特有のマネジメントを行うための知見やリソースが

不足していることが一因とされています。 

しかしながら、雇用主の企業努力のみで精神に障害のある方の「誇りある就労」は実現しえません。

「誇りある就労」を実現するためには、政策を司る「行政」、就労支援を行う「福祉団体」、一般就

労の場である「企業」それぞれが課題に向き合い、有機的に連携しながら、具体的な対応策を模索

することが必要ではないでしょうか。 

 



この問いへの答えを導くべく、官民双方の有志が集まり、「誇りある就労」の実現に向けたプロジェクト

チームを立ち上げ、議論を重ねてきました。 

有志の皆さんは、まず現場となる企業で何が起きているのかを把握することからスタートし、その上

で、「行政」「福祉団体」「企業」がどのように有機的に連携するべきか、システムデザイン手法というア

プローチを用いてその循環システムを描きました。 

そして、この循環システムをもとに議論を重ね、具体的なアクションが提案されました。 

今回のイベントは、この 3 カ月間の議論や提案された具体的なアクションをもとに、「誇りある就労」

の実現に向けた取り組みや理解の深化、共感の輪を拡げることを目的に開催されました。 

 

循環システム図の解説 

イベントは「循環システム」の説明から幕を開けました。解説者はプロジェクトのファシリテーターを務め

た株式会社 BIOTOPE 山田 和雅さんです。 

 

 
循環システム図を説明する BIOTOPE 山田 和雅さん 



 
 

この図は精神に障害のある方の「誇りある就労」を阻害する要因について、有志の皆さんが議論した

内容をまとめたものです。社会、組織、個人の三層構造から、以下の点を指摘しています。 

• ステレオタイプの影響： 

「障害者」というステレオタイプによって精神に障害のある方の個性や強みが理解されず、硬

直したマネジメントや配属が行われることで「誇りある就労」の可能性が阻害されること 

• 柔軟な支援の不足： 

精神障害のある方の「体調や気分が日によって激しく変化しがち」な特性に対して、企業

（雇用主）が対応するための柔軟な仕組みが整っていないこと 

• 企業のマネジメント負担： 

短期的なマネジメントコストが発生し、大企業と中小企業の対応格差が助長されること 

• 技能と選択肢のミスマッチ： 

障害のある方の就労機会は多いものの、職種が限られており、希望の仕事ができないこと、

自己分析の解像度が低いため、何ができる・やりたいかを伝えられていないこと 

 

「誇りある就労」実現に向けた検討の方向性として、まず「ケア（経済的自立に向けた「奉仕」と「福

祉」の世界）」と「イノベーション（株主資本主義における競争社会であり、人材が経済合理性に

「従属」する世界）」が提示されました。この両極に対して互いが相反するのではなく、双方の価値を

柔軟につなげ拡大していく「中道」の位置にこそ、誇りある就労があるのではないか、と考えたとのこと。 



この「中道」の位置において「ケア」は、一人一人のできることを見出して積み重ねていくことが重要で

あり、これを支える取り組みとして、「日本障害フォーラム」や「アライ活動（LGBTQ+コミュニティに対

する支援や理解を示す活動）」、体験型のジョブマッチングプロセス、心理的安全性の高いオンボー

ディングプロセスなどが必要とのこと。 

また、「イノベーション」は、企業組織がパーパスを示し、人材成長によって企業の付加価値を生み出

す経営を行うことが重要であり、具体例としてソーシャルグッドロースターズ（千代田区との協同で設

立された福祉施設（就労継続支援 B 型）障害のある方がコーヒーの仕事を 通じて自立すること

を支援 https://sgroasters.jp/?page_id=29）の取り組みが紹介されました。 

 

これら「中道」における取り組みによって生まれた「価値の余剰」が、他の障害のある方にも「ケア」の

形になって届き、彼らが「人材」として成長し活躍することで企業の組織力を高め、社会資本としての

役割を果たし、新たな価値創造に貢献する循環が生まれる。この循環こそが、障害の有無に関係

なく「みんなにとっての働きがい・喜び・安心を感じられる仕事」、すなわちディーセントワーク（国際労

働機関（ILO）が提唱する概念で、働きがいのある人間らしい仕事、生産的な雇用を意味する）

の実現につながるとの説明がありました。 

 

最後に、有志の皆さんは循環システムを活性化させるためにどんな人材を養成するべきかも議論し、

成長し続ける個人やディーセントワークをファシリテートする人、複雑系マネジメントを行うマネージャー

などの役割を担う人が組織の内外で立ち回ることが求められるのではないか、という話があったことが

紹介されました。 

 

プロジェクトメンバーからのコメント 

山田さんの説明の後、本プロジェクトに参加された有志メンバーから自己紹介とコメントがありました

（写真左手から順にコメント） 



 
・ 議論の過程を知る者として、システム図の各要素に実際の体験や言葉が詰まっている。図の形

成過程で多くの感動や発見があった (日本アイ・ビー・エム株式会社 八木橋パチさん)  

・ 障害のある方と企業の双方支援をしている経験から、改めて対話の重要性と背景の異なる価

値観の融合によってこそディーセントワークの実現があるのではないかと感じた (特定非営利活

動法人ディーセントワーク・ラボ 高橋亜矢子さん)  

・ 精神に障害のある当事者として、自身の就労経験を共有した。社会全体の改善につながるプ

ロジェクトに当事者が関わることの重要性を感じた (特定非営利活動法人ディーセントワーク・

ラボ 高原雅之さん) 

・ 産業医の立場から参加。多様性による対話の力を実感。プレイヤーによる様々な視点が全体

像の理解に貢献していると感じた (日本アイ・ビー・エム株式会社 垣本 啓介さん)  

・ ケアが循環する社会の重要性を感じた。現場の実践者の英知が詰まった議論がなされたことは

大きな価値があった (一般社団法人 COMHCa 真嶋信二さん)  

・ 特例子会社の代表として、障害のある社員との日々の仕事を通じた学びを共有した。議論の

内容を踏まえて複雑なマネジメントの実践や発信を積極的にしていきたい (みずほビジネス・チャ

レンジド株式会社 間淵 裕子さん) 

 

プロジェクトの紹介後は、３名のスピーカーによるプレゼンテーションや冒頭のインプットに関するパネル

ディスカッションが行われました。パネルディスカッションの内容は、本プロジェクトのファシリテーション補



佐を務めていただいた株式会社 BIOTOPE 林 季里さんにまとめていただいた内容を引用します。 

 
左手から VALT JAPAN 株式会社代表取締役 CEO 小野貴也さん、株式会社ローランズ代表取

締役福寿満希さん、株式会社 Connecting Point 代表取締役阿部潤子さん、日本アイ・ビー・

エム株式会社 八木橋パチさん 



 
 

今回のパネルディスカッションを通じて、「誇りある就労」の実現には、官民の連携、企業のマインドセ

ットの変革、そして柔軟かつシームレスな支援体制の構築が必要であることが改めて明らかになりまし



た。 

 

ここで、主催者官民共創 HUB 川島 興介さんより、今回の取り組みをより多くの方々と共有し、共

感の輪を拡げるべく、目指すビジョンや対話の種を、視覚的に分かりやすくデザインして発信予定であ

ることが紹介されました。またクリエイティブ担当の株式会社 cocoroé 山川 瑞貴さんからキービジュ

アルの制作状況について共有されました。完成したキービジュアルは、官民共創 HUB の HP に掲載

する予定です。 

 

 
クリエイティブの状況を共有する株式会社 cocoroé 山川 瑞貴さん 

 



 
作成中のキービジュアル 

 

この後、会場では軽食を挟みつつ、第２部へ突入。 

参加者が４つのグループに分かれて自己紹介を行い、それぞれの活動や今日の感想について共有

するグループセッションが行われました。 

 

株式会社 BIOTOPE 林 季里さんにまとめていただいたディスカッションの内容を引用します。 

 



 
 

最後は、一人一人が障害の有無に関係なく「自分にとっての誇りある就労とは何か？」ついてワーク

セッションを行い、イベントは幕を閉じました。 



「自分にとっての誇りある就労とは？」のワークセッション結果（まとめ） 

 
 

まとめ 

今回のイベントは当事者を含む多様なステークホルダーが、現状の共有と理想の社会システムについ

て語り合い、共感の輪を拡げる機会となりました。また、「誇りある就労」という概念に昇華すること

で、障害のある方の就労を自分事化して捉えるきっかけづくりにもなった印象を受けました。 

ファシリテーターの山田さんから「これはあくまで、これまでの議論のまとめであり、全員の声を聞いたわ

けではないので多くの偏りもあると思う。ぜひ共感の輪を拡げながら様々な視点を皆さんにも持ってい

ただき、もっと深くて豊かな議論にできればと考えている」とのコメントがありました。 

今回は「対話」のキックオフであり、このような場が常に設けられている状態を作ることが重要であると

改めて感じました。 

官民共創 HUB では、誰もが肩書に関係なく社会に向き合い続けられる場の在り方について、引き

続き検討と実践を重ねていきたいと思います。 


